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平成30年１月～12月
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調査方法調査方法
調査方法

　市内の宿泊施設を対象に、調査票により調査
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(単位：人泊)

(ｱ) (ｲ) 

計

14,781 15,893 △ 1,112 △7.0 %

54,330 50,800 3,530 6.9 %

但 東

35 11 24 218.2 %

115 74 41 55.4 %

出　石

－ － － －

－ － － －

日 高

1,274 1,386 △ 112 △8.1 %

4,980 2,410 2,570 106.6 %

竹 野

262 329 △ 67 △20.4 %

1,094 831 263 31.6 %

城 崎

12,304 13,363 △ 1,059 △7.9 %

43,916 45,107 △ 1,191 △2.6 %

通　年 通　年 通　年

(ｱ-ｲ)  (ｱ-ｲ)/ｲ 

豊 岡

906 804 102 12.7 %

地域

平成30年 平成29年 増減人数 前年同期比

10～12月 10～12月 10～12月 10～12月

通　年

4,225 2,378 1,847 77.7 %

イ １～11月までの全国の外国人延べ宿泊者数は、前年比8.5％増であったが、本市

は前年比7.5％増であり、全国と比べても伸びが鈍化している。

エ 第４四半期は、東アジアからの訪日客の伸びも鈍化していることから、台風に

よる関西国際空港閉鎖の影響が全国的に長引いたものと考えられる。

平成30年外国人延べ宿泊者数の状況
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速報値速報値
速報値

市内の各観光協会および城崎温泉旅館協同組合の協力を得て、外国人延べ宿泊者数を調

査したので、その結果をお知らせする。

ウ 　第４四半期の外国人延べ宿泊者数は、14,781人泊で前年同期比7.0％減となっ

た。これは、外国人宿泊者数の８割を占める城崎地域で東アジアが大きく減少し

たことが要因である。

ア 年間の外国人延べ宿泊者数は、54,330人泊で前年比6.9％増となったが、平成29

年(13.8％増)に比べ伸びが鈍化した。
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(単位：人泊)

平成30年

平成29年

伸率

平成30年

平成29年

伸率

日本政府観光局（JNTO）が発表した訪日外客数の東アジア４か国（中国･台湾･

香港･韓国）を集計。また平成29年１月～平成30年10月までは暫定値、平成30年

11月及び12月は推計値を集計した。

2,174,278

2,106,052

3.2 %

2,046,740 1,587,789 1,835,537 1,724,600 1,826,000

2,015,363 1,748,507 1,876,948 1,725,857 1,769,928

1.6 % △9.2 % △2.2 % △0.1 % 3.2 %

2,003,991

1,592,681

1,797,105 1,971,872 1,939,569 2,029,555

1,501,681 1,706,150 1,665,002 1,791,472

3月 4月 5月 6月

7月 8月 9月 10月 11月 12月

1,947,162

1,792,236

8.6 % 25.8 % 19.7 % 15.6 % 16.5 % 13.3 %

(ｱ-ｲ)  (ｱ-ｲ)/ｲ 

地域

平成30年 平成29年

10～11月

1～11月

前年同期比

10～11月 10～11月 10～11月

1～11月 1～11月 1～11月

増減人数

4 タイ

 1,955 2.5 %  1,806 0.8 %

 5,482 16.4 %  5,012 12.6 %

3 香港

 1,957 2.8 %  1,726 0.5 %

 5,647 △8.2 %  4,886 △14.3 %

2 中国

 2,462 △18.9 %  2,095 △25.2 %

 9,516 △9.8 %  8,429 △13.3 %

1 台湾

 2,759 △15.0 %  1,504 △11.7 %

 10,487 28.9 %  5,779 3.3 %

平成30年

前年同期比10～12月 10～12月

通 年 通 年

イ 年間の国(地域)別の外国人延べ宿泊者数は、台湾が10,487人泊と最も多く、次

いで中国9,516人泊、香港5,647人泊、タイ5,482人泊であった。

ウ 前年との比較では、フランスが61.0％増と高い伸びを示した。次いで台湾

(28.9％増)、タイ(16.4％増)が高い伸びとなった。台湾の伸び率は、城崎地域で

3.3％増であったが、日高地域が135.9％増となり、全体の伸び率を押し上げた。

順

位

豊岡市

うち城崎地域

国(地域)

平成30年

前年同期比

46,251 3,462 7.5 %

ア 第４四半期の国(地域)別の外国人延べ宿泊者数は、台湾が2,759人泊と最も多

く、次いで中国2,462人泊、香港1,957人泊、タイ1,955人泊であった。

72,426,770 66,747,940 5,678,830 8.5 %

豊岡市

10,164 11,344 △ 1,180 △10.4 %

49,713

全国

13,342,550 12,562,990 779,560 6.2 %

全国は、国土交通省観光庁の外国人延べ宿泊者数の発表値を集計。また全国の

平成29年は確定値、平成30年は第２次速報（１～10月分）と第１次速報値（11月

分）を集計した。

1月 2月
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⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

ア 　第１四半期は、旧正月の影響から東アジアの比率が高い。

イ 　第２･第３四半期は、欧米豪市場が東アジアを上回り最も高い比率となった。

3.2 %

( 26.8 % )
( 26.8 % )( 26.8 % )
( 26.8 % )

年間 47.3% 17.4 %

18.9 % 9.2 % 4.4 %

2.8 %

( 32.5 % )
( 32.5 % )( 32.5 % )
( 32.5 % )

第４四半期 47.2% 22.8 %

13.8 % 8.9 % 4.1 %

2.5 %

( 41.7 % )
( 41.7 % )( 41.7 % )
( 41.7 % )

第３四半期 43.2%

　外国人観光客向け案内サインの整備

　外国語版ホームページ｢Visit Kinosaki｣のサイト改善

　シンガポールの旅行博NATASへの出展（２月22～24日）

　楽天グループ｢Voyagin｣と豊岡観光イノベーションと連携した体験メニューの造成

　豊岡市オリジナルFree Wi-Fiの整備

城崎地域は、閑散期(第２･３四半期)の需要を平準化させるため、欧米豪の

FIT(個人旅行)をメインターゲットに誘客する。

　神鍋を中心にタイ・台湾からの誘客促進の取組みを図る。

　市内延泊へと導くため、城崎以外の地域への誘客促進を図る。

その他

平成30年 50.7 % 17.8 %

16.4 % 7.9 % 3.7 %

3.5 %

( 28.0 % )
( 28.0 % )( 28.0 % )
( 28.0 % )

東アジア

東南アジア

欧州 北米 豪州

6.9 %

33.8 % 9.3 % 3.1 %

3.7 %

( 46.2 % )
( 46.2 % )( 46.2 % )
( 46.2 % )

第２四半期 37.6% 18.2 %

24.1 % 12.1 % 5.5 %

その他

（メインターゲット）

第１四半期 62.2% 18.2 %

7.5 % 6.2 % 4.3 %

1.6 %

( 18.0 % )
( 18.0 % )( 18.0 % )
( 18.0 % )

東アジア

東南アジア

欧州 北米 豪州

計

 14,781 △7.0 %  12,304 △7.9 %

 54,330 6.9 %  43,916 △2.6 %

その他

 2,174 －  1,938 －

 9,933 －  7,445 －

10 イギリス

 329 △3.5 %  297 △7.2 %

 1,210 △16.7 %  1,104 △21.6 %

9 韓国

 476 △27.8 %  418 △32.4 %

 1,654 △21.5 %  1,507 △24.3 %

8 シンガポール

 620 △21.6 %  555 △24.3 %

 1,727 0.1 %  1,557 △3.4 %

7 オーストラリア

 497 △8.6 %  480 △9.4 %

 1,900 △13.3 %  1,797 △15.1 %

6 アメリカ

 895 6.7 %  851 5.2 %

 3,070 10.1 %  2,901 9.8 %

5 フランス

 657 28.1 %  634 38.1 %

 3,704 61.0 %  3,499 57.7 %
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